




要約:過去 7年間に血友病 A保因者妊婦 42 例の 54胎児について出生前診断を行った。胎児

性別診断は CVS/Y プローブ RFLP または羊水穿刺/染色体分析のいずれかによった。妊娠早

期に CVS/FRLP を行った 12 例の内訳はSouthern blot 8 例,PCR4 例であった。妊娠中期の

性別診断にて女児と判明し,妊娠を継続したのは 14 例,男児 28 例であった。このうち 20

例は胎児採血にて非血友病と診断,妊娠を継続し,出生後確認された。残る 8例が患者であ

った。このうち 1例は一旦非血友病と診断された(誤診例)ものであった。 


